
 

種名 

ノ イ バ ラ 

Rosa multiflora 

 

分類 被子植物双子葉離弁花類バラ科 俗称  

生活型 半つる性低木、落葉樹 

分布 北海道西南部、本州、四国、九州、各地の低地、山地に普通に見られ、朝鮮半島にも分布する。 

形態 

山野に普通に生育する落葉低木で、高さ２ｍあまりになる。枝に鋭い刺が多い。 

葉：葉は奇数羽状複葉で互生する。小葉は３～４対あり、卵形または長楕円形で長さ２～５㎝、表面は光沢がなく、通常裏面と葉軸に短毛が生え

る。托葉はクシの葉状に裂け、葉柄に合着する。 

花：花期は５～６月で、枝先の円錐花序に直径２㎝あまりの芳香のある白い花を多数つける。花は５弁で、黄色い雄しべが多数ある。 

果実：７月頃から長さ７㎜ほどの卵形ないし球形の果実がつき、秋に赤く熟する。 

類似種 

"ツクシイバラはノイバラに似ているが、花は淡紅色で直径３～５㎝と大きいこと、小葉の裏面は毛が少なく、質はやや堅く硬く、花柄や花序に長

い腺毛が多いことなどで区別できる。 

 ヤブイバラはノイバラに比べると花、葉ともにやや小型であり、花数が少ない。また、茎が上方に高く伸びること、小葉の数が２～３対とノイバラ

より少ないことで区別できる。 

 テリハノイバラは茎が長く地面を這うこと、小葉は小型で厚く、深緑色で光沢があること、托葉の幅が広いこと、花はノイバラよりやや大きく、花

期は６～７月とやや遅いことなどで区別できる。" 

生息場所 山野、湿地などに普通に見られる。河岸や河原のヤナギ林の下などにもよく生育する。林縁植生（ノイバラクラス）の代表的な種である。" 

繁殖 種子で繁殖する。 花期は５～６月。結実して痩果をつけ、中に種子ができる。秋に熟して落下する。" 

他生物との関係 蝶類のトラフシジミの食草の１つ。また、イチモジチョウの成虫の吸蜜植物の１つである。 

配慮のポイント 
林縁部の緑化に用いられる。ノイバラが生育するような林縁部は多くの生物の生息場となっているため、できるだけ下草を含めて保全することが

望ましい。 

トピック 庭木、接ぎ木の台木などに利用される。果実は薬用（緩下剤）になる。匂いがよいので、香水の原料にもなる。 

引用文献： 『川の生物図鑑』を改変 


